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 この資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大学、

東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人

産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、青森県、東京都、

静岡県及び神奈川県温泉地学研究所、気象庁のデータを基に作成しています。 

 
 以下の資料は暫定であり、後日の調査で変更されることがあります。 
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地震活動指数の推移

② 愛知県
1997/ 1/ 1~2015/ 4/22 M ≥ 1.1（30日） （90日）

地
殻
内

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内

1997/ 1/ 1~2015/ 4/22 M ≥ 2.0（90日） （180日）

地
殻
内

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
内

：地震活動指数（０ー８）
：地震回数（クラスタを除く）

気象庁作成

redc
テキストボックス
地殻内はほぼ平常(４から３)。フィリピン海プレート内はやや高い(６)

redc
テキストボックス
地殻内はほぼ平常(３)、
フィリピン海プレート内はやや低い(１から４)。
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地震活動指数の推移

③ 浜名湖周辺（フィリピン海プレート内）
1995/ 1/ 1~2015/ 4/22 M ≥ 1.1（90日） （180日）

全
域
（
西
側
＋
東
側
）

西
側

東
側

④ 駿河湾
1990/ 1/ 1~2015/ 4/22 M ≥ 1.4（90日） （180日）

：地震活動指数（０ー８）
：地震回数（クラスタを除く）

気象庁作成

JMA290D
テキストボックス
フィリピン海プレート内の地震
活動はやや低い(１)。

JMA290D
テキストボックス
地震活動はやや高い(5から６)。
ただし、2009年8月11日　駿河湾の地震（M6.5）と、2011年8月1日　駿河湾の地震（M6.2）の余震活動の影響が残っている。


















































































































